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入学年度および実施時期 2026年度 第2期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 中国研究科 
専攻・コース等  
⼊試⽅式  一般・外国人留学生入学試験 
科⽬名 日本語 
試験実施⽇ 2026年2⽉16⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

外国語の試験で日本語を選択できるのは「愛知大学大学院 学生募集要項」で「外国語

試験の特例」に記されている場合である。実際の受験生は中国人留学生が大部分である。

外国人も修士論文は日本語で執筆するので、日本語の運用能力が高いことが望ましい。そ

の運用能力を測る問題を出題している。以上は大問Ⅰ・Ⅱともに共通している。 

 

Ⅰ 問題文として出題した文章は、日本人が外国で研究生活を送ったときに、日常生活で

体験したことをエッセイとして書いたものである。 

 問1. ○aふんそう ○bてつや ○cいわかん ○dけいたい ○eちゃくじつ 

 問2. 問題文の「妖怪に扮装した子供の一団が」から「するとにわかに暴れ出したの

で」までの部分から適宜引用して説明すると良い。引用するときは引用であることを示す

こと。 

 問3．ミイラ男に扮装した子供が似合うとほめられ、うれしくてたまらない感情や様

子。このような点が書いてあれば良い。 

 問4.「たまっている日本からのメールを開くと、友人から国際学会に投稿した論文が掲

載されるという吉報が届いていた。こんなにうれしい夜はない。」から適宜引用して説明

すると良い。引用するときは引用であることを示すこと。 

 問5.[出題意図] 小論文に相当する問題である。設問に対して適切に答えた内容が望ま

れる。以下の点も採点のポイントである。日本語として意味の通る文章であるのか。日本

の常用漢字を正しく記しているのか。指定された語句を用い、字数を守っているのか。 

 
Ⅱ 問題文として出題した文章は、日本語研究者が一般向けに書いたものである。 

問1. ○aあいず ○ｂごういん ○cやきにくや ○dはっき ○eここち 

 問2. [出題意図] 小論文に相当する問題である。設問に対して適切に答えた内容が望

まれる。以下の点も採点のポイントである。日本語として意味の通る文章であるのか。日

本の常用漢字を正しく記しているのか。指定された語句を用い、字数を守っているのか。 

 

 













 

 

入学年度および実施時期 2026年度第2期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 中国研究科 
専攻・コース等 中国研究専攻 
⼊試⽅式  一般・外国人留学生、社会人特別入学試験 
科⽬名 英語 
試験実施⽇ 2026年2⽉16⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
 問題用紙に記載したように、2025年9月4日、ニューヨーク・タイムズ電子版に掲載され
た、中国系カナダ人 Dang Wang とコラムニスト、Ross Douthat の対談から、Dang Wang の
発言の一部を抜き出したものである。対談を元にしたものだけに英語としてはそれほど難し
くはなく、読みやすい。同時に、改革開放以降の中国が技術者を重視してきたことや中国型
の市場経済の特徴に関する指摘は、西側諸国で根強い、国有企業を中心としているから中国
は自由競争とは言えないなどの指摘になじんでいる者にとっては新鮮に映るのではないだろ
うか。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
 英語の文献を読み込むための能力を評価する観点から、文法上の間違いなどはあまり
重視せずに全体の文意をどれだけ読み取れているかを中心に採点した。1 

 
1  



 

 













 

 

入学年度および実施時期 2026年度 第２期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 中国研究科 
専攻・コース等 中国研究専攻 
⼊試⽅式  一般・外国人留学生入学試験 
科⽬名 中国経済 
試験実施⽇ 2026年2⽉16⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
 経済学および経営学の基本的な概念を押さえながら、応用問題（経済政策や社会情勢、時
事問題など）への展開を意図するものである。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
 
Ⅰ．以下の設問の内で一つを選んで答えなさい。  
1．日本と中国を具体例として、生産年齢人口・従属年齢人口・従属人口比率に言及しな 
がら、人口ボーナスおよび人口オーナスと経済成長の関係について説明しなさい。  
 
① 生産年齢人口(15~64歳)は労働力・貯蓄・消費の担い手であり、従属年齢人口(14

歳以下+65歳以上)はその扶養対象である。従属人口比率(従属年齢人口÷生産年齢
人口×100)が低下する局面では、労働力が豊富で貯蓄率・投資率も高くなりやす
く、経済成長を押し上げる「人口ボーナス」が生じる。逆に少子高齢化が進み従属
人口比率が上昇すると、労働力減少・社会保障負担増により成長が制約される「人
口オーナス」に転じる。 

② 中国は1980年代以降、一人っ子政策等により出生率が低下する一方、生産年齢人口
が厚みを増し、豊富で安価な労働力を背景に「世界の工場」として高度経済成長を
実現し、人口ボーナスを享受した。しかし2010年代以降は少子高齢化が急速に進
み、生産年齢人口が減少に転じたことで人口オーナス局面に入りつつある。 

③ 日本はそれより早く、高度経済成長期に人口ボーナスを享受したが、1990年代以降
は少子高齢化により従属人口比率が上昇し続け、典型的な人口オーナス国となり、
労働力不足・社会保障費増大が成長率低下の一因となっている。両国は人口動態の
変化が経済成長の趨勢に大きな影響を与える典型例といえる。 

 
2．環境問題は外部性の問題としてどのように説明できるか。負の外部性および正の外部 
性の概念に触れながら説明しなさい。 
 
① 外部性とは、ある経済主体の生産・消費活動が、市場取引を介さずに他の経済主体

に影響を及ぼす現象である。環境問題の多くはこの負の外部性として説明される。 
企業が生産活動に伴って排出する公害物質(大気汚染、水質劣化、CO2排出など)

は、市場取引の対価を伴わずに第三者や社会全体に被害・コストを及ぼす。これを
「負の外部性」という。この場合、企業は自らが引き起こす社会的費用(外部費用)
を負担せず、私的費用だけに基づいて生産量を決定するため、社会的に望ましい水



 

準よりも過大な生産・汚染が行われてしまう。市場メカニズムだけでは環境負荷が
価格に反映されず、いわれる「市場の失敗」が生じる。 

② 一方、植林や省エネ技術の開発、緑地の保全などは、行為主体の意図を超えて社会
全体に便益をもたらすため「正の外部性」と呼ばれる。この場合は私的便益が社会
的便益を下回るため、市場に任せると過小にしか供給されない可能性がある。 

③ こうした外部性への対応策として、炭素税などによる負の外部性の内部化、排出権
取引制度、正の外部性を持つ活動への補助金、さらには当事者間の自発的交渉によ
って解決を図るなど提示されている。環境問題は、こうした社会的費用をいかに内
部化するかという外部性理論の枠組みで捉えることができる。 

 
Ⅱ．以下の設問の内で２問を選んで答えなさい。  
1．GDP の三面等価について、生産面・支出面・分配面の内容から説明しなさい。  
 
①GDP(国内総生産)は、一国の中で一定期間に生み出された付加価値の合計であり、こ
れを「生産」「分配」「支出」のどの側面から捉えても理論上は等しくなる。これを
三面等価の原則という。 

②生産面からみると、GDPは各産業が生み出した付加価値の合計である。分配面からみ
ると、生産活動で生まれた付加価値は、賃金・利潤・固定資本減耗等として各経済主
体に分配される。支出面からみると、生産された財・サービスは、民間消費・民間投
資・政府支出・純輸出として需要側に支出される。生産された付加価値は必ず誰かの
所得となり、その所得は必ず何かに支出されるため、生産・分配・支出の三面は事後
的に一致し、GDPを異なる角度から測定することができる。 

 
 
2．マーケティング戦略における「4P」の意味と各要素の内容について説明しなさい。  
 
①マーケティング戦略における4Pとは、企業が市場に対して効果的にアプローチするた
めに組み合わせるマーケティング・ミックスの4要素を指す。 

② 第一にProduct(製品)は、顧客に提供する製品・サービスの品質、機能、デザインな
どを指す。第二にPrice(価格)は、製品に設定する価格水準や割引などの価格戦略で
ある。第三にPlace(流通)は、製品を顧客に届けるための流通チャネルや店舗立地、
物流管理を指す。第四にPromotion(プロモーション)は、広告、販売促進、広報活動
など、製品の価値を顧客に伝達する活動である。これら4つの要素を最適に組み合わ
せることで、企業は顧客ニーズに応じて効果的なマーケティング戦略を実現するこ
とができる。 

 
 
3．合計特殊出生率の定義と人口置換水準を示したうえで、東アジア諸国の状況を踏まえ 
て、その社会的影響について説明しなさい。 
 
① 合計特殊出生率とは、15~49歳の女性の年齢別出生率を合計したもので、一人の女

性が生涯に産む子どもの数の推計値である。人口を長期的に維持するために必要な
水準を「人口置換水準」といい、先進国では概ね2.07程度とされる。 

② 東アジアでは日本（1.15程度）、韓国、台湾、中国などで合計特殊出生率が人口置
換水準を大きく下回り、少子化が急速に進行している。特に韓国(0.7程度)は世界



 

最低水準である。この結果、生産年齢人口の減少、労働力不足、社会保障制度の財
政的持続可能性の低下、地方の過疎化、経済成長率の低下などが深刻化しており、
東アジア諸国共通の構造的課題となっている。 

 
4．トランプ政権の相互関税政策とは何かを説明したうえで、WTO原則との関係を踏ま
えつつ、中国とその他の国の対応の違いを説明しなさい。 
 
① トランプ政権は2025年4月、貿易赤字是正を掲げ、全輸入品に一律10%の関税を課

したうえで、貿易相手国ごとに異なる上乗せ税率を課す「相互関税」を発動した。
当初、中国34%、日本24%など国別上乗せ率が設定された。  

② WTOにはすべての加盟国を平等に扱う「最恵国待遇」原則があり、国別に異なる
税率を設定する相互関税はこの原則に抵触する可能性が高い。対応面では、中国は
対抗関税で応酬しつつ暫定的な休戦状態を続け、長期戦の構えを見せた。一方、日
本やEUなど多くの国は対抗措置を避け、個別交渉によって対米投資拡大などと引
き換えに譲歩を得る協調路線を選んだ。 









 

 

入学年度および実施時期 2026年度 第2期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 中国研究科 
専攻・コース等 中国研究専攻 
⼊試⽅式  一般・外国人留学生 
科⽬名 中国国際関係 
試験実施⽇ 2026年2⽉16⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
今回の試験では⼤問 3 問を課した。 
1 問⽬は、「自国第一主義」が台頭した要因や背景を理解しているかを確認した。なお、

「ポピュリズム」「国際秩序」「中国」という3語を使用し具体的事例を挙げ、世界政治の
潮流を多面的に説明する力を問うた。 

2問目は、国際関係論の用語定義を問うたうえで、中国外交における実践に対して適切な
理解と柔軟な考察ができているかを確認する形式とした。 
 第3問は、NPTやTPNWといった国際的な核兵軍縮、あるいは核軍拡の文脈に即しつつ、
中国の核政策(例えばCTBTへの対応)を理解しているかを評価した。 
 
【解答例（採点時の観点）】 
論述の仕方は多様であり考察を制約することを避けるため、採点時の要点を解説する。 
1 問⽬は、「自国第一主義」とは、ＥＵ離脱を選んだ英国や移民・貿易政策を保守化転換

した米国の具体的政策に言及した定義を求めた。その背景にグローバル化への不満を訴える
ポピュリズムの高まりがあると、政治学は解釈する。また、国際秩序を支える価値観の転換
がもたらした影響に対する視点を評価した。 
2問目は、グローバル社会のアクターとその行為に関する視座を形成しているかを確認

した。特に中国に関して、孔子学院、メディア発信、文化交流、SNS外交、援助・国際協
力など、実際に展開してきた施策と、その目的や課題について的確に理解し論述している
かを評価した。 

3問目は、中国の核軍縮政策として、例えばCTBTに署名しているが未批准である点、
その理由などに触れつつ論述しているかを評価した。同国は、「自衛目的、先制不使用
（NFU）」を掲げ、全面的廃絶にむけて米ロなど核兵器大国に先行削減を求める。一方、自
国の核戦力近代化や台湾有事をめぐり、関係国は懸念を強める状況を多角的に考察している
かを確認した。 

 











 

 

入学年度および実施時期 2026年度 第2期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 中国研究科 
専攻・コース等 中国研究 
⼊試⽅式  一般・外国人留学生 
科⽬名 中国文学 
試験実施⽇ 2026 年２⽉16⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 
出願者の専攻希望（中国近現代文学）の基礎知識及び専門知識の測る。 
 
 
【解答例（採点時の観点）】 
特に模範解答はございません。出願者の解答の知的レベル、論理性を重視してる。 







 

 

入学年度および実施時期 2026年度 第2期 
修士課程・博士課程の別 修士課程 
実施研究科 中国研究科 
専攻・コース等  
⼊試⽅式   
科⽬名 小論文 
試験実施⽇ 2026年2⽉16⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 

本問題は、濱下武志「銀の流通から見た世界経済のネットワーク――16－19世紀」の文章

（以下、「課題文」という）を読んで各設問に答えることで、大学院修士課程の学修におい

て必要な知識を確認し、読解力、論述力を測ることを目的とする。 

 

【解答例（採点時の観点）】 

設問１ 

本設問は、課題文の文脈を踏まえて空欄を補充させることで読解力を測り、歴史学、経

済学などの学修に必要な知識を確認する問題である。空欄に入る単語は、情報調査能力の

涵養のためにも、実際に課題文を読んで調べてみて欲しい。 

 

設問２ 

本設問は、下線部ⓔの語句の言い換えを課題文のなかから抜き出させることで、文脈を

踏まえた読解力を測る問題である。語句の言い換えを聞いているので、文章を抜き出すの

ではなく、課題文のなかから語句をそのまま抜き出すことが求められている。 

 

設問３ 

本設問は、日本と中国が近代化していく契機となる歴史上の政治改革の名称を問う

ことで、歴史学、経済学などの学修に必要な知識を確認する問題である。これらの歴史上

の政治改革は、日本史と世界史の基本的な知識なので、日本史と世界史の教科書などを読

んで確認して欲しい。 

 

設問４ 

本設問は、課題文に示された「経済上の“革命”と“発展”の歴史によって捉える

ことの方法的妥当性」という視点に基づいて「あなたの研究上の関心事」を説明して

もらうことで、読解力と論述力を測る問題である。「経済上の“革命”と“発展”の

歴史によって捉えることの方法的妥当性」を課題文の文脈に即して説明したうえで、

それと「あなたの研究上の関心事」の関係を論理的に整理して記述することが求めら

れている。 

以上 
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